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街ぶら芸術祭共同制作説明会後記念写真 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

旭市は人口減少に伴う駅前商店街のシャッター街化、車社会進行による糖尿病診断者が増加している。 
あさげーは、旭の伝統・文化・風景に触発され創作した芸術などが、市民に住む場所への誇り、親しみを増や

し、忘れない、戻ってきたいとの気持ちを浸透させる力があると発信している。 
あさげー代表が、上記課題解決には芸術展示した商店街を歩くことが有効でないかと市や市にある連携団体に

持ち掛けたことが実現のきっかけ。 
 
 
① 竜王祭り（５月・夏に「あさひ街ぶら芸術祭」開催をアピール） 

② 共同制作プレゼン（５月・３組の遠方作家が市民と共同制作する内容をアピール） 

③ 共同制作完成記者会見&先行ツアー（７月・まちげー開催５日前）  

④ あさひ百鬼夜行（７月・まちげー開幕イベント） 

※上記の他、ワークショップ開催、市民と共同制作、作品販売会、小規模展示会などをしている。 
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保健・医療・福祉 あさひ街ぶら芸術祭 

～芸術が育む、ず～っと大好きなまち旭～  

事業概要 

2024 年 7 月 20 日～8 月 8 日に旭駅周辺商店街にてあさひ街ぶら芸術祭を開催。  

営業している店舗、空き店舗、施設など 50 箇所に、30 組を超える地元作家、ほか全国

で活躍中の作家ら全 50 組以上のアート作品を展示。スタンプラリーの仕組みを取入れ、

街を歩いて回ることで街の魅力を再発見しながら健康増進。 

 

主な事業内容（年間スケジュール等） 

協働までの経緯 

■事業運営団体 

・あさひの芸術祭実行委員会（通称：あさげー） 

■協働パートナー 
・旭市七夕市民まつり実行委員会 

・旭市（CCD プロジェクト歩きたくなるまちチーム） 

 計 ２団体 

■事業費 

180 万円 

■資金調達手段 

助成金・寄附・クラウドファンディング・ガイドブック及び関連

グッズ販売・運営団体負担 

 

■協働パートナーの種別 



 

【地縁団体】旭市七夕市民まつり実行委員会 

 複数からなる旭駅付近商店会の芸術祭参加斡旋と 

展示会場提供の推進。七夕まつりとの調整。 

【行政】旭市（CCD プロジェクト歩きたくなるまちチーム） 

歩きやすい環境を整備することによって、運動を始める、 

あるいは続けるきっかけになることを目標とした事業。 

今回芸術祭には、公共エリアでのアート展示の許可、 

LINE ウオークラリーや景品を提供。 

 

 
・熱意が伝わり、今まで思いもよらなかった 

アイディアを実現できた。 

・人口減少により、まつりの存続が危ぶまれているが、 

新しい形で盛り上げに貢献できた。 

・ボランティアで頑張る人を、見てやる気が出た。 

 

○芸術祭を繰り返して行うことで、街にアートを増やす。 

○魅力ある展示を行うことで、インバウンドを呼び込む。 
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協働関係者を招待しての先行ツアー記念撮影             あさひ街ぶらマップ 
 
  

  【活動開始年】 2022 年 ４月  【活動の PR 手法】 https://www.instagram.com/asa_gei/ 

  【この事業で活用した補助金】 旭市市民まちづくり活動支援補助金 

  【表彰歴・マスコミ掲載歴等】 東京新聞（2024 年 7 月 20 日） 千葉テレビ「市町村てくてく散歩#122」 

  【問い合わせ先】 担当者：井上 電話番号：0479-85-5371   

         メールアドレス：chuoh-houkatsu@rosario.jp 

  

 主な協働パートナーとの役割分担 

協働事業によって生まれた成果 

コラボのコツ!! 

今後力を入れていきたいこと 

 
        
 
 
 
 
 
 

★自分達の得意を生かした、街の活性化を実現

できる企画立案 

★協働先にも配慮した協働方法の模索 

★説得する熱意 

 コツに関するコメント 

街を活性化したい思いは言うまでもありません

が、自分達の得意分野を生かした、街の活性化を

実現できる企画立案が最も重要です。        

もし他団体が協働してくれなくても自分達だけで

もやり遂げられるとのコアな企画があってこそ、協働

先に共感してもらい、そのうえで配慮し協働方法を

模索、協働に繋がっていくと思います。もちろん  

説得に熱意は必須です。 

 

 

協働事例プロフィール 


